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今月の担当

生活支援コーディネーター

佐藤　典幸

地域福祉センター包括支援係
（☎５２－３３３３）
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■ご出生おめでとうございます
○小野寺和也  男児 蓮（れん） 緑栄 7/ 4

○遠藤　裕太  女児 歌穂子（かほこ） 宮下 7/22

■お悔やみ申し上げます
○山田　愛子 87歳 若木 7/ 6

○鈴木　輝男 84歳 境野中央 7/16

○佐々木和代 77歳 拓殖 7/19

○石川　英洋 75歳 拓殖第二 7/20

○髙田　幸司 82歳 常楽園 7/26

○岡本　　覺 90歳 緑清園 7/28

○松本　春雄 73歳 拓殖 7/30

●世帯数　　1,457世帯（－１世帯）

●人　口　　2,933人（±０人）

●男 1,366人（－３人）女 1,567人（＋３人）

平成30年７月31日現在（ ）内は６月末比
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☆寒いかと思えば急に暑い日もあり、寒暖差
の激しい天気が続きましたが、気がつくと
もう８月。おけとの夏もあとわずかと思うと、
暑さも名残惜しく感じるものです。　　    祐○

■生活支援コーディネーターとは

　生活支援コーディネーターとは、住みなれた

地域で自分らしく暮らし続けることのできる環

境を整えるための調整・仲介役として配置が義

務付けられた職員です。町では、平成29年４

月から地域福祉センター包括支援係（地域包括

支援センター職員兼務）の職員が、生活支援

コーディネーターとして配置されています。

■生活支援コーディネーターの４つの役割

　①社会福祉協議会などの関係機関、町内会や

小地域ネットワークなどの地域と連携し、必要

な社会資源や住民の要望の調査を行う。②必要

な生活支援サービスの開発。③「ささえあい

パートナー」のような担い手の発掘や育成。④

地域の社会資源と関係機関、高齢者とのつなが

りの構築。

みんなでささえあう
まちづくり②

　今月号は、住みなれた地域で自分らしく暮らし続けるための地域づくりをお手伝いする「生活

支援コーディネーター」について紹介します。

　今年度は生活支援コーディネーターが、集いの場や団体を中心に訪問し、町内にある地域資源

や要望について、聞き取り調査を予定しています。調査内容は、ごく簡単なものになる予定です

ので、ご協力をよろしくお願いします。

いつまでも住み慣れた地域で元気に暮らすために

地域の
社会資源
地域の

社会資源

生活支援
コーディネーター

生活支援
コーディネーター

高齢者高齢者

協議体(置戸町地域ケア全体会議)協議体(置戸町地域ケア全体会議)

町内会町内会

老人クラブ老人クラブ

民生委員民生委員

ボランティアボランティア

NPO法人NPO法人

民間企業民間企業

関係機関関係機関

医療機関医療機関

地域福祉
センター
地域福祉
センター

社会福祉
協議会
社会福祉
協議会

役場役場

担い手育成、
活動立上げ支援

情報・課題の提供

社会参加、
ささえあい活動

生活支援

ネットワーク
づくり、連携

情報・課題の提供

サービス提供 などなどなどなどなどなどなどなど

相  　談

情
報
提
供
・

相
談

立
案
・

方
針
策
定

協
議
・

情
報
交
換

ニ
Ｉ
ズ
把
握

■地域づくりのイメージ図

広報おけと12 ２０１８.８


